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10. 小児糖尿病の臨床例 
0牧野忠夫，内山忠夫，
森和夫(国立千葉〉
第 1例: 4才女，身長 96.7cm，体重 12.0kg，
血糖 316mgjdl，血清蛋白 6.2gjdl，コレステロー
ル 268mgjdl，検尿，蛋白(ー)，糖(十十)，アセト
ン(一〉
第2例:13才女，身長 127.4cm，体重22.5kg.
血糖 326mgjdl， 血清蛋白 6.0gjdl，コレステロー
ル274mgjdl，検尿，蛋白〈十)，糖(十十)，アセト
ン(ー 〉
第 3例:14才女身長 157.3cm，体重 38.5kg，
血糖276mgjdl， 血清蛋白 6.9gjdl，コレステロー
ル 186mgjdl，検尿，蛋白(十十)，糖(十)，アセト
ン(件〉
第4例:第 3例の兄， 17才男身長142cm， 
体重 29.5kg，血糖 284mgjdl，血清総蛋白 6.4gjdl，
コレステローJレ186mgjdl， 検尿， 蛋白(-)，糖
(+十)，アセトン(一〉
第2例，第 3例腎生検像は，各々糖尿病性腎
症， Prediabetishe Niereの像を示めした。 
10番に対する質問 中島博徳(千葉大〉
小児糖尿病の病初は体が寧ろ大きく，発病後発育
停止すると云われるが貴症例では如何でしょうか。 
10番に対する質問の回答牧野忠夫(国立千葉〉 
① 	発病時期は明白につかめませんが，成長発育遅
延は，発病以後におこっている。 
② 	治療開始後と云えども，体重増加は著明となっ
ていません。 
10番に対する追加
都立墨東病院小児科吉松彰
私の経験した 1例は， 13才女児で糖尿病昏陸で
入院したが， 9才の時多飲多尿食餌の好みが変る等 
の症状が現れた。当日身長は普通であったが，家人
の話ではその後身長は伸びず， 13才の聞は身長は
級で一番低くなった。 
11. ネフローゼ症候群の Hp値について 
0内山忠夫，牧野忠夫，
森和夫(国立千葉)
血清 Haptoglobinは α2Gl に属する糖蛋自体
で，急性及慢性炎症ネフローゼ症候群等で， α2g1と
共に上昇する事が知られている。 
我々はネ症候群の血清 Hp値の経過を他の検査成
績と合せて観察した。
血清蛋自分画濃度は尿蛋白陽性時lこ総蛋白及 Al
減少と α2g1上昇がみられ，陰性時にはそれが正常
に近くなっていた。
血清 Hp値について:健康人について 90土35 
mgjdlの正常値を得た。
ネ症候群初診時叉は尿蛋白陽性時の Hp値は高い
事を認めた。叉 α2g1及び血沈と併って上昇する傾
向がみられたが，コレステロールとではこの傾向が
みられなかった。叉尿蛋白上昇時にも Hpは正常
で，遅れて上昇し，尿蛋白消失後も高値に留る事が
認められた。
叉 16例について Hp値の経過を調べ，諸検査と
共に Hp値を調べる事は治療方針に参考となる様
に思われた。 
12. 血清 Haptoglobin値の臨床的変動
成田日赤小児科 0福本泰彦，青山恭二
同 検査部 吉岡稔，竹本茂
小児期各種疾患について，血清 Haptoglobin値
の変動を検討した。 
1. 3"，15才の正常値平均 64，.76mgjdl(p=95%) 
2. 	 未熟児， 乳児期黄症(胆道閉塞，肝内胆道閉
塞，遷延性重症黄痘，その他〉では，一般に低値
で，診断的意義を持ち得ない。 
3. 	 ネフローゼ症候群では， 143土62mgjdlで高値
を認めた。 
4. 	 急性感染症は， 144土51mgjdlで高値，且つ
CRP血沈値と正相関々係を有する。特に上気道
感染で高く，麻疹では比較的低い。慢性感染症で
は62土26mgjdlで正常範囲。
5. 	 リウマチ熱では， 213土28mgjdlで高値，且つ
その変動は CRP K遅れ，血沈値の変動とほぼー
致する。
6. 気管支鴨息では， 52土14mgjdl，発作中，間駄
期の差は認められない。 
7. 	 血液疾患では，急性白血病で著明高値 Banti
症候群で著明低値(内摘牌例でも 26mgjdlで尚
低〉鉄欠乏性貧血，血管性紫斑病では正常であっ 
7こ。 
8. 	 急性肝炎では 15土4mgjdlの低値を認めた。 
11，12，に対する質問 中島博徳(千葉大〉 
Haptoglobin には数種の遺伝型があり， 夫々の
